
千円

千円

千円

備考

当事業は国1/2，県1/4，市1/4の事業です。対象活動のメニューによっては予算額の増減
があります。

960 千円

一般財源 230 一般財源 276 千円 一般財源 320 千円

特定財源 690 特定財源 828 千円 特定財源

対象取組に対する支援
920千円
有機農業5ha×12,000円
長期中干し15ha×800円
秋耕25ha×800円

対象取組に対する支援
1,104千円
有機農業6ha×12,000円
長期中干し18ha×800円
秋耕30ha×800円

対象取組に対する支援
1,280千円
有機農業7ha×12,000円
長期中干し20ha*800円
秋耕35ha*800円

予  算  額 920 予  算  額 1,104 千円 予  算  額 1,280 千円

183.15 219.78 249.56 280.00

年度 事業内容 令和 7 年度 事業内容令和 5 年度 事業内容 令和 6

成　　果　　指　　標

指　　標　　名 単　位

取組面積 t

現　在　値

6 年度 令和 7 年度 最終目標値

目　　標　　値

令和 4 年度 令和 5 年度 令和

0.00

事　　業　　の　　全　　体　　像

①現状（今，どのような課題があるか）

現状，生産者においては，茨城県が設定する農産物認証基準に沿った化学肥料や化学合成農薬の
施用を行っている状況であるが，環境問題に対する関心が高まる中で，環境保全に効果の高い営
農活動に対して支援を行うことで，農業全体のあり方を環境保全を重視したものに転換してい
く。

②対象（誰を・何を対象とするか）

農業者団体（複数の農業者，又は複数の農業者及び地域住民等の実情に応じた方々によって構成
される任意組織）

③理想（最終的に，現状や対象をどのような状態にしたいのか）

市内生産者の多くが取組を実施し，農業分野でのカーボンニュートラル実現を目指す。主な取組
に応じた単位面積当たりの温室効果ガス削減量を以下に示す。
・有機農業（土壌中の有機炭素量の増加，生物多様性保全）　0.93t-CO2/ha/年
・秋耕（メタン排出量の削減）　6.85t-CO2/ha/年
・長期中干し（メタン排出量の削減）　3.03t-CO2/ha/年

④手段（どのような活動・取組みを行い理想に近づけるのか）

化学肥料・化学合成農薬の使用を茨城県の慣行レベルから5割以上削減し，対象となる農業生産
活動に取り組む意欲のある農業者団体に対し，事業の推進を行い，支援していく。

事　業　名 環境保全型農業直接支払交付金

予　算　科　目 部 内 の
優先順位

-
一般会計 6 款 1 項 3 目

施策の大綱 産業の振興 デジタル田園都市

施 策 分 野 農業経営の強化 ゼロカーボンシティ

令和 5 年度  実 施 計 画 調 書
担当部 産業振興部

担当課 農政課


